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During severe big recession that Japan had experienced after the burst of“Bubble Economy”,
many companies had reduced various costs to survive desperately. The first targets of cost-cut
 
were advertising,entertainment,and travelling expenses. As a result,facility(or entertainment)
trips playing golf,employee’s recreational trips,and large-scale banquets have been extremely
 
decreased, and they had brought significant impact on the sightseeing sector which is fully
 
dependent on those demands. The negative impact on the sightseeing sector of Gunma were
 
ruinous.
The purpose of this paper is to suggest revival plans for the sightseeing sector of Gunma.
But it is not a method to revive only the sightseeing sector that suggest here. This paper
 
provides a couple of plans to develop the entire Gunma economy drastically. Without develop-
ment of the non-sightseeing sector,it is almost impossible that the sightseeing sector revives. In
 
other words, revival of the sightseeing sector is indispensable for rapid development of the
 
non-sightseeing sector. In order to spark effective interaction between the sightseeing sector and
 
the non-sightseeing sector,this paper proposes how to set up a magnetic field to Gunma throught
 
providing a medical corridor holding heavy particle radiotherapy facility.
















































































































































































































































































































































































118 寺 石 雅 英・下 村 正 樹
いて多くのカネが生み出されることである。本稿で提案した「群馬の再生プラン」が目指すのは、世
界中の有望な企業や人材が思う存分活躍できる場を群馬に創設することであると言っても良い。
［注］
１)旅館・ホテル等の宿泊施設、温泉、旅行代理店、各種観光施設・観光スポット、スポーツ施設、レジャー施設、美
術館、博物館、郷土資料館、コンサートホール、劇場、会議場、レストラン等、人々に娯楽やもてなしを提供し、
特に地域外からの集客数がその経営状態に大きな影響を与える経済主体を指す。
２)?政府観光白書」のデータでは、2004年の訪日外国人観光客は全体で614万人おり、その内訳は韓国（159万人）、台
湾（108万人）、アメリカ（76万人）、中国（62万人）となっている。2005年は全体で訪日外国人観光客は約10％伸び、
673万人となっている。1990年から2003年の13年間で、訪日観光客は約1.6倍に増加しているが、一方隣国である中
国を訪れる外国人観光客は、1990年に175万人であったが、2003年には3,297万人に増加し、約18.8倍の増加率であ
る。日本政府もただその状況を傍観していたのではなく、日本を訪問する外国人観光客を増加させる施策として、
平成16年に観光立国戦略推進会議を立ち上げて、“YOKOSO JAPAN”のロゴを打ち出し、ビジットジャパン・キャ
ンペーンを展開している。政府がこれだけ外国人観光客の受入増加を目指すのは、観光業界は裾野が広く、外国人
が消費する金額によってGDP増加効果を期待できるからである。
３)群馬経済同友会［2004］第12章を参照。
４)Porter［1980］。
５)群馬経済同友会［2004］第12章を参照。
６)地方税法第２条において、地方自治体が独自の課税権を定め、判例も課税権を憲法上保障されたものであると示し
ている（大牟田市電気税訴訟事件、昭和55年６月５日判時966号３頁）。しかし同法３条において、地方自治体全く
独自に課税を導入できるわけではなく、租税条例主義が採られている。また、同法第６条第１項で、公益上その他
の事由により課税を不適当とする場合においては、課税をしないことができると定め、課税対象に課税しないこと
による直接公益が増大する場合は、課税免除が可能になる。言い換えれば、公平性の原則を例外措置として行われ
る課税免除によって生じる弊害が利益より大きければ、課税免除措置は許されない。
７)群馬経済同友会［2004］第６章を参照。
［参考文献］
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群馬経済同友会との共同研究の成果として執筆）
Porter,M.［1980］Competitive Advantage,Free Press
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